
様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 東京サイクルデザイン専門学校 
設置者名 学校法人水野学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある

教員等による授

業科目の単位数

又は授業時数 

省令で定め

る基準単位

数又は授業

時数 

配

置

困

難 

環境デザイン専

門課程 

スポーツ工学デ

ザイン科 

自転車プロダク

トコース 

夜 ・

通信 
１,９５２時間 

８０×２＝ 

１６０時間 
 

スポーツ工学デ

ザイン科 

自転車クリエー

ションコース 

夜 ・

通信 
２,９８４時間 

８０×３＝ 

２４０時間 
 

（備考）  旧課程（2022年度は 2年生以上のみ在籍） 

 

 

 

環境デザイン専

門課程 

スポーツ工学デ

ザイン科 

自転車プロダク

トコース 

夜 ・

通信 
１,９８４時間 

８０×２＝ 

１６０時間 
 

スポーツ工学デ

ザイン科 

自転車クリエー

ションコース 

夜 ・

通信 
２，９８４時間 

８０×３＝ 

２４０時間 
 

（備考）  新課程（2022年より、1年生のみ在籍）、名称変更はないが、教育課程

で変更あり 

 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

本校 HPにて公表 

https://tcds.jp/about_futankeigen 
 



 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名       なし 

（困難である理由） 

 

  



様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 東京サイクルデザイン専門学校 
設置者名 学校法人水野学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

本校 HPにて公表 

https://tcds.jp/about_futankeigen 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
会社員 

上級技術顧問 

2019年 6月 28日～

2022 年 6月 27日 

企画・調整・コン

プライアンス 

非常勤 税理士 
2019年 6月 28日～

2022 年 6月 27日 

企画・調整・コン

プライアンス・財

務 

（備考） 

 

  



様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 東京サイクルデザイン専門学校 

設置者名 学校法人水野学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 
（スポーツ工学デザイン科自転車プロダクトコース（２年制）、スポーツ工学デザイン科

自転車クリエーションコース（３年制）） 

 

授業計画（シラバス）の作成に当たっては、カリキュラムポリシーに則り、

各コースのプログラム担当が原案を作成している。 

原案は、学科長・教育部長の順に審査が行われ、学校長の承認のもと決定

される。 

授業計画（シラバス）はＨＰ上にて公表するとともに、年初のオリエンテ

ーションにて詳細説明を行い、学生に周知している。 
 

授業計画書の公表方法 https://tcds.jp/about_futankeigen 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

成績評価を適切に実施し、その指針となるべき基準は、『水野学園成績評価

に関する内規』にて定めている。 

各課題等の成績は、担当講師が上記内規の評価基準にしたがって厳格かつ

適正に評価し、履修の認定を行っている。 

成績評価に関する質問等は成績発表後、一定期間を設けて受け付け、真摯

に対応することにしている。 

 

 

 

 

 

 



３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

「水野学園ＧＰＡ制度に関する内規」により、成績評価においてＧＰＡに

よる客観的な指標を設定し、学内の成績評価として使用している。 

成績の分布状況を把握し、数値不良者に対して個別面談・就学支援をする

こととしている。 
 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://tcds.jp/about_futankeigen 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

卒業の認定についてはディプロマポリシーを定め、ＨＰにて公表している。 

卒業認定は、履修状況、出席率、授業態度、成績などを総合的に判断し、担

当講師、学科長、教育部長、学校長の合議により決定することを事前に通

知した上で実施している。 

結果は掲示にて公表している。 
 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://tcds.jp/about_futankeigen 

 

  



様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 東京サイクルデザイン専門学校 

設置者名 学校法人水野学園 

 

１．財務諸表等 

 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
本校 HPにて公表 

https://tcds.jp/about_futankeigen 

収支計算書又は損益計算書 同上 

財産目録 同上 

事業報告書 同上 

監事による監査報告（書） 同上 

 

  



２．教育活動に係る情報   

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 
環境デザイン

専門課程 

スポーツ工学デザイン科 

自転車プロダクトコース 

＊旧課程 

○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 

２，０８８ 

単位時間／単位 

６８ 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

２３８４ 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

５４ 人 ３５人 ０ 人 

１２の内数 

 人 

３の内数  
人 

１５の内数 

 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１.を参照 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３.を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４.を参照 

学修支援等 

（概要） 

① クラス担任制および専用学生窓口を設け、学生が話しやすい環境を整えている。 

② 履修不良の学生に対して、個別の放課後指導・追試等を実施している。 

③ 公的奨学金、学校独自の奨学金制度を導入している。 

④ 学校専任の心理カウンセラーによるカウンセリングが受けられる体制を整えて

いる。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ４８   人 

（100％） 

０   人 

（0.0％） 

４２   人 

（87.5％） 

６   人 

（12.5％） 

（主な就職、業界等） 

自転車販売店、自転車関連製造メーカー、自転車卸・代理店など自転車業界への就職 

（就職指導内容） 

進路希望調査、就職ガイダンス、ビジネスマナー・身だしなみ講座、業界研究、ポート

フォリオ制作指導、履歴書添削、エントリーシート添削、模擬面接、学内企業説明会、



企業見学会、学生企業マッチングイベント など 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

水野学園職業技能検定 3級、2級、1級 

自転車メンテナンス技能部門／ＣＡＤ設計部門 

スポーツバイクメカニック検定 

ガス溶接技能講習 

アーク溶接技能講習 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

９４   人 ４   人    ４.３ ％ 

（中途退学の主な理由） 

経済上の理由、健康上の理由、就学・通学困難 など 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任制、学生・保護者がともに出席状況・課題提出状況を閲覧できる学生ウェブ運営、

学校長メールアドレスの全学年公開、専門医によるカウンセリング、学生相談、個別

面談など。 

中退者からの希望があれば、就職支援のための個別相談を実施。中途採用求人の公開

なども実施している。 

 

  



分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 
環境デザイン

専門課程 

スポーツ工学デザイン科 

自転車クリエーションコー

ス ＊旧課程 

○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 昼 

３，１２４ 

単位時間／単位 

７６ 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

３２４４ 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

３４４  

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

７２ 人 ６５人 ８ 人 

１２の内数 

 人 

３の内数  
人 

１５の内数 

 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１.を参照 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３.を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４.を参照 

学修支援等 

（概要） 

① クラス担任制および専用学生窓口を設け、学生が話しやすい環境を整えている。 

② 履修不良の学生に対して、個別の放課後指導・追試等を実施している。 

③ 公的奨学金、学校独自の奨学金制度を導入している。 

④ 学校専任の心理カウンセラーによるカウンセリングが受けられる体制を整えて

いる。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 ２５   人 

（100％） 

０   人 

（0.0％） 

 ２１  人 

（84％） 

４   人 

（16％） 

（主な就職、業界等） 

自転車販売店、自転車関連製造メーカー、自転車卸・代理店など自転車業界への就職 

（就職指導内容） 

進路希望調査、就職ガイダンス、ビジネスマナー・身だしなみ講座、業界研究、ポート

フォリオ制作指導、履歴書添削、エントリーシート添削、模擬面接、学内企業説明会、

企業見学会、学生企業マッチングイベント など 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

水野学園職業技能検定 3級、2級、1級 



自転車メンテナンス技能部門／ＣＡＤ設計部門 

スポーツバイクメカニック検定 

ガス溶接技能講習 

アーク溶接技能講習 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 ９７   人 ２   人    ２．１ ％ 

（中途退学の主な理由） 

経済上の理由、健康上の理由、就学・通学困難 など 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任制、学生・保護者がともに出席状況・課題提出状況を閲覧できる学生ウェブ運営、

学校長メールアドレスの全学年公開、専門医によるカウンセリング、学生相談、個別

面談など。 

中退者からの希望があれば、就職支援のための個別相談を実施。中途採用求人の公開 

なども実施している。 

 

  



 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 
環境デザイン

専門課程 

スポーツ工学デザイン科 

自転車プロダクトコース 

＊新課程 

○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 昼 

１，０４０ 

単位時間／単位 

６４ 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

１１９２ 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

５４ 人 ４５人 ２ 人 

１２の内数 

 人 

３の内数  
人 

１５の内数 

 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１.を参照 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３.を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４.を参照 

学修支援等 

（概要） 

① クラス担任制および専用学生窓口を設け、学生が話しやすい環境を整えている。 

② 履修不良の学生に対して、個別の放課後指導・追試等を実施している。 

③ 公的奨学金、学校独自の奨学金制度を導入している。 

④ 学校専任の心理カウンセラーによるカウンセリングが受けられる体制を整えて

いる。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 なし   人 

（100％） 

   人 

（0.0％） 

    人 

（0.0％） 

  人 

（0.0％） 

（主な就職、業界等） 

 

 

 

（就職指導内容） 

 

 

 

 



（主な学修成果（資格・検定等）） 

 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

なし   人 なし    人   ％ 

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任制、学生・保護者がともに出席状況・課題提出状況を閲覧できる学生ウェブ運営、

学校長メールアドレスの全学年公開、専門医によるカウンセリング、学生相談、個別

面談など。 

中退者からの希望があれば、就職支援のための個別相談を実施。中途採用求人の公開 

なども実施している。 

 

  



分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業 
環境デザイン

専門課程 

スポーツ工学デザイン科 

自転車クリエーションコー

ス ＊新課程 

○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 昼 

１，０４０ 

単位時間／単位 

５６ 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

１１９２ 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

３６ 人 ３５人 １ 人 

１２の内数 

 人 

３の内数  
人 

１５の内数 

 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の１.を参照 

 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の３.を参照 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の４.を参照 

学修支援等 

（概要） 

① クラス担任制および専用学生窓口を設け、学生が話しやすい環境を整えている。 

② 履修不良の学生に対して、個別の放課後指導・追試等を実施している。 

③ 公的奨学金、学校独自の奨学金制度を導入している。 

④ 学校専任の心理カウンセラーによるカウンセリングが受けられる体制を整えて

いる。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 なし   人 

（100％） 

   人 

（0.0％） 

    人 

（0.0％） 

  人 

（0.0％） 

（主な就職、業界等） 

 

 

 

（就職指導内容） 

 

 

 

 



（主な学修成果（資格・検定等）） 

 

 

 

 

（備考）（任意記載事項） 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

なし   人 なし    人   ％ 

（中途退学の主な理由） 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任制、学生・保護者がともに出席状況・課題提出状況を閲覧できる学生ウェブ運営、

学校長メールアドレスの全学年公開、専門医によるカウンセリング、学生相談、個別

面談など。 

中退者からの希望があれば、就職支援のための個別相談を実施。中途採用求人の公開 

なども実施している。 

 

  



②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 

備考（任意記載

事項） 

スポーツ工学デザイン科 

（自転車プロダクトコース） 
200,000 円 800,000 円 450,000 円  

スポーツ工学デザイン科 

（自転車クリエーションコース） 
200,000 円 800,000 円 450,000 円  

修学支援（任意記載事項） 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

前年度評価について、６月末を目安に学校ＨＰにて公開している。 

https://tcds.jp/about_futankeigen 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

本校では、各専攻分野の関連企業、関連団体の関係者を評価委員として、学校関係

者評価委員会を組織する。同委員会では、本校自己点検・自己評価報告書に基づき、

学校の運営状況や当該学科の教育状況、進路状況、学校全体の設備や運営状況など

に関する自己評価結果を報告し、各委員より自己評価結果の評価を受け、自己評価

結果の妥当性・客観性・透明性を高めるとともに当該学科への理解促進や連携協力

による今後の運営や教育の改善等を図ることを基本方針とする。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

一般社団法人 職員 
2022年 4月 1日～ 

2024年 3月 31日 
業界団体 

株式会社 代表者 
2022年 4月 1日～ 

2024年 3月 31日 
関連企業 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

６月に実施しており、６月末を目安に学校ＨＰにて公開している。 

https://tcds.jp/about_futankeigen 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

 

https://tcds.jp/about_futankeigen 

 

 



（別紙） 
 
※この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。 
 
※以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が 1人以上 10人以下の

場合には、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が 0 人の場合には、「0 人」と

記載すること。 
 

学校名 東京サイクルデザイン専門学校 

設置者名 学校法人 水野学園 

 

 

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数 

 
 

 前半期 後半期 年間 

支援対象者（家計急変

による者を除く） 
17 人 18 人 20 人 

内 

訳 

第Ⅰ区分 10 人 12 人  

第Ⅱ区分 － 人 － 人  

第Ⅲ区分 － 人 － 人  

家計急変による 

支援対象者（年間） 
  0 人 

合計（年間）   20 人 

（備考） 

前期終了時 1名退学、1名対象外。 

後期から 2名新規採用、1名対象外から復活のため年間合計 20名です。 

 

 

※本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学

の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、

第３号に掲げる区分をいう。 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨

学生認定の取消しを受けた者の数 

 

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受け

たことにより認定の取消しを受けた者の数 

 

年間 0 人 

 

 



 

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当し

たことにより認定の取消しを受けた者の数 
 

 

 

右以外の大学等 

短期大学（修業年限が２年のものに

限り、認定専攻科を含む。）、高等

専門学校（認定専攻科を含む。）及

び専門学校（修業年限が２年以下の

ものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修業年限で卒業又は修了 

できないことが確定 
0 人 0 人 0 人 

修得単位数が標準単位数

の５割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の５割以下） 

－ 人 0 人 0 人 

出席率が５割以下その他 

学修意欲が著しく低い状況 
－ 人 0 人 0 人 

「警告」の区分に 

連続して該当 
0 人 0 人 0 人 

計 － 人 0 人 0 人 

（備考） 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、

当該学業成績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得な

い事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数 

右以外の大学等 
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を

含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専

門学校（修業年限が２年以下のものに限る。） 

年間 0 人 前半期 0 人 後半期 0 人 

 

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）

の処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数 

退学 － 人 

３月以上の停学 0 人 

年間計 － 人 

（備考） 

 



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給

付奨学生認定の効力の停止を受けた者の数 

 

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより

認定の効力の停止を受けた者の数 
 

３月未満の停学 0 人 

訓告 0 人 

年間計 0 人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 

 

 

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数 
 

 

 

右以外の大学

等 

短期大学（修業年限が２年のもの

に限り、認定専攻科を含む。）、

高等専門学校（認定専攻科を含

む。）及び専門学校（修業年限が

２年以下のものに限る。） 

年間 前半期 後半期 

修得単位数が標準単位数

の６割以下 
（単位制によらない専門学校に

あっては、履修科目の単位時間

数が標準時間数の６割以下） 

－ 人 0 人 0 人 

ＧＰＡ等が下位４分の１ － 人 0 人 － 人 

出席率が８割以下その他 

学修意欲が低い状況 
－ 人 0 人 － 人 

計 － 人 0 人 － 人 

（備考） 

 

 

 

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。 
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